
長崎の教育・学校現場の今を「とっとってmotto!」と「ＮＲ」で定期的にお届けします。魅力
ある学校や教育に関する取り組み、熱心に子どもたちの育成に励む教員たちを紹介します。

公式YouTube
公式YouTube
チャンネルを
開設しました！
ぜひチェックを
お願いします！

公式Instagram
「学校のネタ帳」を
テーマに長崎の
学校の話題を
発信しています

電話／095-894-3331　メール／s40190＠pref.nagasaki.lg.jp
長崎県教育庁働きがい推進室

尾嵜 直央斗先生

今回紹介するのは
諫早市立飯盛東小学校の

地域のバレーボールクラブで代表

兼監督を務めています。昨年、第

１子に恵まれ、育児休業から復帰

したばかりです。

尾嵜先生ってどんな先生？

先生方との飲み会も大好きなのですが、
今はなんといっても家に帰って生後１歳
３カ月の子どもの顔を見ること！

先生のリフレッシュ方法

大学卒業後から中高生へのバレーボール指導を続けています。
地域の保護者の要望を受け、昨年４月「諫早ＮＥＸＵＳバレーボー
ルクラブ」というクラブチームを立ち上げました。今年は諫早市
地域クラブとしても認定されたので、地域とのつながりがさらに
広がることを期待しています。

昨年まで、前任校を含めて５年間研究主任を務めていました。授業
の改善を中心に、職員室の環境づくりにも取り組みました。最初は
失敗もありましたが、学力向上などの成果が見られました。先生方
と目的を共有し結果につながったこの経験を、今後の職場でも生か
していきたいです。

小学３年生から続けていたバレーボールの指導がしたかったこと、
そして両親が教師だったことから、自然な流れで志しました。実際
に働き始めると尊敬できる先生方との出会いに恵まれ、「こういう大
人になりたい」と思い、そこから教師という仕事に改めて意欲を抱
くようになりました。

教員を目指したきっかけは

この仕事に就いて良かったと思うとき

バレーボールを通して地域との関わりは？

長崎の学校で生き生きと働く
先生たちにスポットを当てます


